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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像をページ単位で切り替えて表示部に表示する情報処理装置であって、
　上記表示部に表示されている画像の、ユーザ操作により指定された領域に含まれる部分
画像を基に、当該部分画像を含み、表示中の画像上で移動させることによって当該部分画
像の移動またはコピー先を選択するため選択オブジェクトを生成して上記表示部に表示す
るオブジェクト表示処理手段と、
　上記選択オブジェクトの位置を確定するユーザ操作を検知したときに、該操作にて確定
された位置に、当該選択オブジェクトの基となった部分画像をコピーまたは移動する移動
・コピー手段と、
　上記部分画像が含まれていたページを特定するページ特定情報を記録するページ特定情
報記録手段と、
　上記選択オブジェクトの位置を確定するユーザ操作を検知したときに、上記ページ特定
情報記録手段が記録した上記ページ特定情報を参照して、上記表示部に表示されている画
像が、上記部分画像が含まれていた画像と一致するか判断する画像一致判断手段とを備え
、
　上記オブジェクト表示処理手段は、上記表示部に表示する画像が別のページの画像に切
り替えられたときに、切り替え後の画像上に上記選択オブジェクトを表示し、
　上記移動・コピー手段は、上記画像一致判断手段が一致すると判断した場合には当該部
分画像の移動を行い、一致しないと判断した場合には当該部分画像のコピーを行うことを
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特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　画像をページ単位で切り替えて表示部に表示する情報処理装置であって、
　上記表示部に表示されている画像の、ユーザ操作により指定された領域に含まれる部分
画像を基に、当該部分画像を含み、表示中の画像上で移動させることによって当該部分画
像の移動またはコピー先を選択するため選択オブジェクトを生成して上記表示部に表示す
るオブジェクト表示処理手段と、
　上記選択オブジェクトの位置を確定するユーザ操作を検知したときに、該操作にて確定
された位置に、当該選択オブジェクトの基となった部分画像をコピーまたは移動する移動
・コピー手段と、
　上記表示部上を複数の領域に分割し、各領域に表示する画像を個別に切り替える領域分
割制御手段とを備え、
　上記オブジェクト表示処理手段は、上記表示部に表示する画像が別のページの画像に切
り替えられたときに、切り替え後の画像上に上記選択オブジェクトを表示し、
　上記移動・コピー手段は、上記選択オブジェクトの位置を確定するユーザ操作を検知し
たときに、上記領域分割制御手段の分割によって生じた複数の分割領域のうち、該操作に
て確定された位置が含まれる分割領域に表示されている画像の当該位置に当該選択オブジ
ェクトの基となった部分画像をコピーまたは移動することを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】
　上記表示部上を複数の領域に分割し、各領域に表示する画像を個別に切り替える領域分
割制御手段を備え、
　上記オブジェクト表示処理手段は、上記領域分割制御手段の分割によって生じた複数の
領域にまたがった範囲がユーザ操作により指定された場合に、該範囲に含まれる、複数の
画像に由来する複数の部分画像を合成して合成部分画像を生成し、該合成部分画像を基に
上記選択オブジェクトを生成して上記表示部に表示し、
　上記移動・コピー手段は、上記選択オブジェクトの位置を確定するユーザ操作を検知し
たときに、該操作にて確定された位置に当該選択オブジェクトの基となった上記合成部分
画像をコピーまたは移動することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　上記オブジェクト表示処理手段は、上記領域分割制御手段の分割によって生じた複数の
領域にまたがった範囲がユーザ操作により指定された場合に、該範囲に含まれる、複数の
画像に由来する複数の部分画像を合成して合成部分画像を生成し、該合成部分画像を基に
上記選択オブジェクトを生成して上記表示部に表示し、
　上記移動・コピー手段は、上記選択オブジェクトの位置を確定するユーザ操作を検知し
たときに、該操作にて確定された位置に当該選択オブジェクトの基となった上記合成部分
画像をコピーまたは移動することを特徴とする請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　画像をページ単位で切り替えて表示部に表示する情報処理装置の制御方法であって、
　上記表示部に表示されている画像の、上記情報処理装置に対するユーザ操作により指定
された領域に含まれる部分画像を基に、当該部分画像を含み、表示中の画像上で移動させ
ることによって当該部分画像の移動またはコピー先を選択するため選択オブジェクトを生
成して上記表示部に表示するオブジェクト表示処理ステップと、
　上記選択オブジェクトの位置を確定するユーザ操作を上記情報処理装置が検知したとき
に、該操作にて確定された位置に、当該選択オブジェクトの基となった部分画像をコピー
または移動する移動・コピーステップと、
　上記部分画像が含まれていたページを特定するページ特定情報を上記情報処理装置に記
録するページ特定情報記録ステップと、
　上記選択オブジェクトの位置を確定するユーザ操作を上記情報処理装置が検知したとき
に、上記ページ特定情報記録ステップによって記録された上記ページ特定情報を参照して
、上記表示部に表示されている画像が、上記部分画像が含まれていた画像と一致するか判
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断する画像一致判断ステップとを含み
　上記オブジェクト表示処理ステップでは、上記表示部に表示する画像が別のページの画
像に切り替えられたときに、切り替え後の画像上に上記選択オブジェクトを表示し、
　上記移動・コピーステップでは、上記画像一致判断ステップが一致すると判断した場合
には当該部分画像の移動を行い、一致しないと判断した場合には当該部分画像のコピーを
行うことを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項６】
　画像をページ単位で切り替えて表示部に表示する情報処理装置の制御方法であって、
　上記表示部に表示されている画像の、上記情報処理装置に対するユーザ操作により指定
された領域に含まれる部分画像を基に、当該部分画像を含み、表示中の画像上で移動させ
ることによって当該部分画像の移動またはコピー先を選択するため選択オブジェクトを生
成して上記表示部に表示するオブジェクト表示処理ステップと、
　上記選択オブジェクトの位置を確定するユーザ操作を上記情報処理装置が検知したとき
に、該操作にて確定された位置に、当該選択オブジェクトの基となった部分画像をコピー
または移動する移動・コピーステップと、
　上記表示部上を複数の領域に分割し、各領域に表示する画像を個別に切り替える領域分
割制御ステップとを含み、
　上記オブジェクト表示処理ステップでは、上記表示部に表示する画像が別のページの画
像に切り替えられたときに、切り替え後の画像上に上記選択オブジェクトを表示し、
　上記移動・コピーステップでは、上記選択オブジェクトの位置を確定するユーザ操作を
上記情報処理装置が検知したときに、上記領域分割制御ステップでの分割によって生じた
複数の分割領域のうち、該操作にて確定された位置が含まれる分割領域に表示されている
画像の当該位置に当該選択オブジェクトの基となった部分画像をコピーまたは移動するこ
とを特徴とする情報処理装置の制御方法。
【請求項７】
　請求項１から４までの何れか１項に記載の情報処理装置を動作させる制御プログラムで
あって、コンピュータを上記の各手段として機能させるための制御プログラム。
【請求項８】
　請求項７に記載の制御プログラムが記録されたコンピュータ読取り可能な記録媒体。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像をページ単位で切り替える情報処理装置のユーザーインターフェースに
関し、より詳細には、画像の一部を同じ画像上または他の画像にコピーまたは移動を行う
ためのユーザーインターフェースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、コンピュータの普及とともに、ユーザがより直感的にコンピュータを操作できる
ように、種々のユーザーインターフェースが開発されている。例えば、特許文献１には、
多点検出可能なタッチパネルを用いて、１点でオブジェクトを固定しつつ、他の１点をな
ぞってスクロール指示することにより、オブジェクトの表示位置を固定した状態でそのオ
ブジェクト以外のスクロールを行う技術が開示されている。
【０００３】
　この技術によれば、現実にオブジェクトを指で押さえながらその背景を他の指でずらし
ているような感覚で、オブジェクトの表示位置（オブジェクトと背景の相対位置）を変化
させることができる。言い換えれば、特許文献１の技術によれば、背景上におけるオブジ
ェクトの位置を移動させることができる。
【０００４】
　また、画像の一部をコピーして他の画像に貼り付けたり、移動させたりする従来技術と
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しては、例えば一般的な描画ソフトウェアが挙げられる。一般的な描画ソフトウェアでは
、１つの画像の一部を線で囲む等して指定し、指定した領域内の画像を同一の画像内また
は他の画像に移動またはコピーするインターフェースとなっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－８６５１９号公報（２０１０年４月１５日公開）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記従来のインターフェースでは、指定した領域内の画像をコピーまたは移動する操作
が難しいという問題がある。
【０００７】
　すなわち、上記従来のインターフェースでは、コピーする領域を指定し、コピー先の位
置を指定してコピーを実行したタイミングで、指定した領域内の画像が指定した位置に表
示される。このため、コピーした後、どのような画像となるかがコピーを実行するまで把
握できず、コピー後の画像が意図したものとならない場合があった。
【０００８】
　なお、上記従来のインターフェースでは、移動させる（カットアンドペーストする）領
域を指定した場合には、その領域を同一画像内でドラッグすることによって、移動先の位
置（ペーストする位置）を決定することができ、この方式によれば、移動後にどのような
画像となるかが移動確定前に把握することができる。
【０００９】
　しかしながら、指定した領域をドラッグできる範囲は、同一の画像内に限られており、
別の画像までその領域をドラッグで移動させることはできない。また、画像が一画面に表
示しきれないようなサイズのものである場合には、画像をスクロールさせながらドラッグ
する必要があり、操作性が煩雑となる。
【００１０】
　また、特許文献１の技術は、オブジェクトの表示位置（オブジェクトと背景の相対位置
）を変化させるものであり、１つの画像の一部をコピーして他の画像に貼り付けたり、移
動させたりするものではなく、上記の問題を解決することができない。
【００１１】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、ある画像において
指定した領域内の画像を、他の画像に容易にコピーまたは移動することのできる情報処理
装置等を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明に係る情報処理装置は、上記課題を解決するために、画像をページ単位で切り替
えて表示部に表示する情報処理装置であって、上記表示部に表示されている画像の、ユー
ザ操作により指定された領域に含まれる部分画像を基に、当該部分画像を含み、表示中の
画像上で移動させることによって当該部分画像の移動またはコピー先を選択するため選択
オブジェクトを生成して上記表示部に表示するオブジェクト表示処理手段と、上記選択オ
ブジェクトの位置を確定するユーザ操作を検知したときに、該操作にて確定された位置に
、当該選択オブジェクトの基となった部分画像をコピーまたは移動する移動・コピー手段
とを備え、上記オブジェクト表示処理手段は、上記表示部に表示する画像が別のページの
画像に切り替えられたときに、切り替え後の画像上に上記選択オブジェクトを表示するこ
とを特徴としている。
【００１３】
　また、本発明に係る情報処理装置の制御方法は、上記課題を解決するために、画像をペ
ージ単位で切り替えて表示部に表示する情報処理装置の制御方法であって、上記表示部に
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表示されている画像の、上記情報処理装置に対するユーザ操作により指定された領域に含
まれる部分画像を基に、当該部分画像を含み、表示中の画像上で移動させることによって
当該部分画像の移動またはコピー先を選択するため選択オブジェクトを生成して上記表示
部に表示するオブジェクト表示処理ステップと、上記表示部に表示する画像が別のページ
の画像に切り替えられたときに、切り替え後の画像上に上記オブジェクト表示処理ステッ
プで表示された上記選択オブジェクトを表示するステップと、上記選択オブジェクトの位
置を確定するユーザ操作を上記情報処理装置が検知したときに、該操作にて確定された位
置に、当該選択オブジェクトの基となった部分画像をコピーまたは移動する移動・コピー
ステップとを含むことを特徴としている。
【００１４】
　上記の構成によれば、画像をページ単位で切り替えており、画像を別のページに切り替
えたときには、表示していた選択オブジェクトを切り替え後の画面上にも表示させる。そ
して、この選択オブジェクトは、表示中の画像上で移動させることができ、指定された領
域に含まれる部分画像を含む。
【００１５】
　したがって、切り替え先ページの画像上において、選択オブジェクトをどの位置に移動
させて確定すれば、どのような画像が得られるかをユーザに認識させながら、移動または
コピー位置の確定操作を受け付けることができる。
【００１６】
　つまり、ユーザは、コピーまたは移動させたい領域を指定した後は、ページ単位で画像
を切り替えて所望の画像を探し、探し当てた画像上で選択オブジェクトを移動させながら
、移動またはコピー位置を検討し、所望の位置で確定することにより、画像のコピーまた
は移動を行うことができる。すなわち、ユーザは、ある画像において指定した領域内の画
像を、他の画像に容易にコピーまたは移動することができる。
【００１７】
　また、上記情報処理装置は、上記部分画像が含まれていたページを特定するページ特定
情報を記録するページ特定情報記録手段と、上記選択オブジェクトの位置を確定するユー
ザ操作を検知したときに、上記ページ特定情報記録手段が記録した上記ページ特定情報を
参照して、上記表示部に表示されている画像が、上記部分画像が含まれていた画像と一致
するか判断する画像一致判断手段とを備え、上記移動・コピー手段は、上記画像一致判断
手段が一致すると判断した場合には当該部分画像の移動を行い、一致しないと判断した場
合には当該部分画像のコピーを行うことが好ましい。
【００１８】
　一般に、表示されている画像が手書きメモのような性質のものであれば、同じページ内
に同内容のメモが複数書かれていても余り意味はないと考えられるため、同じページ内で
画像のコピーを行うことは考え難い。一方、あるページに書いた事項を他のページに移動
させてしまうと、書いたと記憶していたページからその事項が消えてしまうので好ましく
ない。つまり、表示されている画像の種類や、その画像を表示させるアプリケーションに
よっては、同じページ内で画像のコピーを行うことは考え難い場合があり、異なるページ
に画像を移動させることが好ましくない場合がある。
【００１９】
　そこで、上記の構成によれば、表示部に表示されている画像が、部分画像が含まれてい
た画像と一致するか判断し、一致する場合には移動を行い、一致しない場合にはコピーを
行う。
【００２０】
　これにより、特別なユーザ操作を何ら介在させることなく、同一ページ内で同じ情報が
複製されることを防ぎ、あるページに含まれていた情報が他のページに移動することによ
って、その情報の探索が困難になることを防ぐことができる。
【００２１】
　また、上記情報処理装置は、上記表示部上を複数の領域に分割し、各領域に表示する画
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像を個別に切り替える領域分割制御手段を備え、上記移動・コピー手段は、上記選択オブ
ジェクトの位置を確定するユーザ操作を検知したときに、上記領域分割制御手段の分割に
よって生じた複数の分割領域のうち、該操作にて確定された位置が含まれる分割領域に表
示されている画像の当該位置に当該選択オブジェクトの基となった部分画像をコピーまた
は移動することが好ましい。
【００２２】
　上記の構成によれば、表示部上を複数の領域に分割し、各分割領域に表示する画像を個
別に切り替える。また、オブジェクトの位置が確定されたときに、領域分割制御手段の分
割によって生じた複数の分割領域のうち、確定された位置が含まれる分割領域に表示され
ている画像の当該位置に部分画像をコピーまたは移動する。
【００２３】
　したがって、上記の構成によれば、異なるページの画像を一画面に同時に表示すること
ができ、一画面に同時に表示された画像間で部分画像のコピーまたは移動を行うことがで
きる。これにより、コピーまたは移動元の画像と、コピーまたは移動元の画像とを一画面
で確認しながらコピーまたは移動を行うことができるので、ユーザの操作性を一層向上さ
せることができる。
【００２４】
　また、上記情報処理装置は、上記表示部上を複数の領域に分割し、各領域に表示する画
像を個別に切り替える領域分割制御手段を備え、上記オブジェクト表示処理手段は、上記
領域分割制御手段の分割によって生じた複数の領域にまたがった範囲がユーザ操作により
指定された場合に、該範囲に含まれる、複数の画像に由来する複数の部分画像を合成して
合成部分画像を生成し、該合成部分画像を基に上記選択オブジェクトを生成して上記表示
部に表示し、上記移動・コピー手段は、上記選択オブジェクトの位置を確定するユーザ操
作を検知したときに、該操作にて確定された位置に当該選択オブジェクトの基となった合
成部分画像をコピーまたは移動することが好ましい。
【００２５】
　上記の構成によれば、複数の領域にまたがった範囲が指定された場合に、その範囲に含
まれる、複数の画像に由来する複数の部分画像を合成して生成した合成部分画像を基に選
択オブジェクトを生成し、表示する。そして、位置が確定されたときには、選択オブジェ
クトの基となった合成部分画像をコピーまたは移動する。
【００２６】
　つまり、上記の構成によれば、本来は別々のページに属する部分画像を、ひとまとめに
した選択オブジェクトとしてユーザに提示し、部分画像をひとまとめにした合成部分画像
としてコピーまたは移動することができる。これにより、複数の部分画像を一括してコピ
ーまたは移動することが可能になるので、ユーザの利便性を高めることができる。
【００２７】
　なお、上記情報処理装置は、コンピュータによって実現してもよく、この場合には、コ
ンピュータを上記情報処理装置の各手段として動作させることにより、上記情報処理装置
をコンピュータにて実現させる制御プログラム、及びそれを記録したコンピュータ読み取
り可能な記録媒体も本発明の範疇に入る。
【発明の効果】
【００２８】
　以上のように、本発明に係る情報処理装置は、表示部に表示されている画像の、ユーザ
操作により指定された領域に含まれる部分画像を基に、当該部分画像を含み、表示中の画
像上で移動させることによって当該部分画像の移動またはコピー先を選択するため選択オ
ブジェクトを生成して上記表示部に表示するオブジェクト表示処理手段と、上記選択オブ
ジェクトの位置を確定するユーザ操作を検知したときに、該操作にて確定された位置に、
当該選択オブジェクトの基となった部分画像をコピーまたは移動する移動・コピー手段と
を備え、上記オブジェクト表示処理手段は、上記表示部に表示する画像が別のページの画
像に切り替えられたときに、切り替え後の画像上に上記選択オブジェクトを表示する構成
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である。
【００２９】
　また、本発明に係る情報処理装置の制御方法は、以上のように、表示部に表示されてい
る画像の、上記情報処理装置に対するユーザ操作により指定された領域に含まれる部分画
像を基に、当該部分画像を含み、表示中の画像上で移動させることによって当該部分画像
の移動またはコピー先を選択するため選択オブジェクトを生成して上記表示部に表示する
オブジェクト表示処理ステップと、上記表示部に表示する画像が別のページの画像に切り
替えられたときに、切り替え後の画像上に上記オブジェクト表示処理ステップで表示され
た上記選択オブジェクトを表示するステップと、上記選択オブジェクトの位置を確定する
ユーザ操作を上記情報処理装置が検知したときに、該操作にて確定された位置に、当該選
択オブジェクトの基となった部分画像をコピーまたは移動する移動・コピーステップとを
含む方法である。
【００３０】
　したがって、ユーザは、コピーまたは移動させたい領域を指定した後は、ページ単位で
画像を切り替えて所望の画像を探し、探し当てた画像上で選択オブジェクトを移動させな
がら、移動またはコピー位置を検討し、所望の位置で位置を確定することにより、画像の
コピーまたは移動を行うことができる。すなわち、ユーザが、ある画像において指定した
領域内の画像を、他の画像に容易にコピーまたは移動することができるという効果を奏す
る。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の一実施形態に係る電子ノート装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】電子ノート情報のデータ構造について例示したデータ構造図である。
【図３】表示ページ管理情報の一例を示すデータ構造図である。
【図４】移動・コピー管理情報の一例を示すデータ構造図である。
【図５】電子ノートの１ページ目のページ情報を表示した場合について例示する図である
。
【図６】電子ノートの２ページ目のページ情報を表示した場合について例示する図である
。
【図７】電子ノートの編集ツールを集約したツールボックスの外観例を示す図である。
【図８】画像のコピーの具体例を示す図であり、同図（ａ）～（ｈ）は、あるページの画
像を他のページにコピーする例を示している。
【図９】重なった文字を分離して選択オブジェクトとする例を説明する図であり、同図（
ａ）は文字を囲んだ状態を示し、同図（ｂ）は文字を分離した状態を示している。
【図１０】上記電子ノート装置が実行する処理の一例を示すフローチャートである。
【図１１】ページ分割時におけるコピーの具体例を示す図であり、同図（ａ）～（ｉ）は
、ページ分割をして、あるページの画像を他のページにコピーする例を示している。
【図１２】ページ分割時におけるコピーの他の例を示す図であり、同図（ａ）～（ｄ）は
、ページ分割をして、分割ページをまたいだ選択領域を指定する例を示している。
【図１３】ページ分割を行う場合に上記電子ノート装置が実行する処理の一例を示すフロ
ーチャートである。
【図１４】上記電子ノート装置が実行するページ分割処理の一例を示すフローチャートで
ある。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　　（電子ノート装置の概要）
　本発明の一実施形態について図１～図１４を参照して説明すると以下のとおりである。
【００３３】
　まず、図１を用いて、本実施形態に係る電子ノート装置（情報処理装置）１００の機能
概要について説明する。図１は、電子ノート装置１００の一構成例を示すブロック図であ
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る。
【００３４】
　電子ノート装置１００は、ユーザからの手書き入力を受け付けて、ソフトウェア上で実
現されたノートをユーザに編集させるための機能や、その他の情報処理機能を提供するた
めのものである。なお、以下において、ソフトウェア上で実現されているノートを電子ノ
ートと称する。
【００３５】
　図１に示すように、電子ノート装置１００は、タッチパネル部１２０、記憶部１３０、
および主制御部１１０を備える構成である。
【００３６】
　タッチパネル部１２０は、電子ノート装置１００における入力操作および画面表示とい
ったユーザーインターフェースを提供するものであり、表示部１２１と、位置入力部（タ
ッチパネル）１２２と、を含む構成である。
【００３７】
　位置入力部１２２は、タッチパネル部１２０の操作面へのタッチ操作が行われた位置で
あるタッチ位置を検出し、検出した位置に応じた入力位置情報を生成する。
【００３８】
　ここで、タッチ操作とは、タッチペン１５１などの指示部材や、ユーザの指１５２等を
操作面に接触させる操作のことである。また、タッチ位置とは、タッチペン１５１や、ユ
ーザの指１５２を操作面に接触させた場合に、位置入力部１２２が検出する位置のことで
ある。
【００３９】
　また、位置入力部１２２は、例えば、タッチパネルにより実現することができる。ここ
では、位置入力部１２２がタッチ位置を検出する手法として、例示的に、静電容量方式を
採用している。しかしながら、これに限られず、例えば、マトリクス・スイッチ、抵抗膜
方式、表面弾性波方式、赤外線方式、電磁誘導方式、静電容量方式、および、対象物の画
像を検出する方式（光センサ方式）などの種々の手法を適宜採用することができる。
【００４０】
　そして、位置入力部１２２は、例示的に、複数のタッチ位置を同時に検出可能に構成し
ている。なお、これに限られず、位置入力部１２２を、単一のタッチ位置のみを検出する
ように構成してもよい。
【００４１】
　位置入力部１２２は、タッチペン１５１によるタッチ操作と、ユーザの指１５２による
タッチ操作とを判別して検出する。これは、例えば、位置入力部１２２を次のように構成
することにより実現することができる。
【００４２】
　すなわち、位置入力部１２２がタッチペン１５１または指１５２の接触を検知した領域
を検出して、検出した領域の広さを算出する。そして、位置入力部１２２は、算出した領
域の広さが、所定の広さより広ければ指１５２によるタッチ操作であると判別し、所定の
広さより狭ければタッチペン１５１によるタッチ操作であると判別する。
【００４３】
　また、タッチペンの接触と指の接触とをそれぞれ別の機構によって認識することによっ
て、タッチペン１５１による操作と指１５２による操作とを識別してもよい。例えば、ペ
ンタブレット機能を有するタッチペン１５１（電磁誘導方式タッチペン）を用いることに
よって、タッチペン１５１による操作を検出し、指１５２による操作は静電容量方式で検
出してもよい。無論、タッチペンの接触と指の接触とを識別することができる方式であれ
ば、上記の例に限られず適用することができる。
【００４４】
　位置入力部１２２は、タッチ操作がタッチペン１５１によるものか、それともユーザの
指１５２によるものかを示す種別を入力位置情報に含めてもよい。
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【００４５】
　また、位置入力部１２２は、タッチペン１５１のペン先が、タッチパネル部１２０の操
作面に接触せずに、微小距離だけ離れた近接位置に保持されている状態、いわゆるホバー
状態を検知することができる。
【００４６】
　位置入力部１２２は、操作面上のタッチ位置を示す２次元の座標データを入力位置情報
として生成してもよい。また、位置入力部１２２は、タッチ操作の圧力を検出して、検出
した圧力に関する情報を入力位置情報に含めてもよい。
【００４７】
　表示部１２１は、画像データを表示するための表示画面を有しており、主制御部１１０
から画像データを受信し、受信した画像データに基づいてその表示画面に画像を表示する
ものである。表示部１２１は、例えば、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）、ＰＤＰ（Pl
asma Display Panel）、ＥＬ（Electroluminescence）ディスプレイ、電子ペーパーなど
により実現可能である。
【００４８】
　なお、位置入力部１２２は、例示的に、表示部１２１の表示画面の上に、重ね合わせら
れた一体構造として形成し、表示画面の座標と、操作面の座標とが対応するようにしてい
る。この両者の座標を対応付けるための情報が記憶部１３０に記憶されていてもよい。
【００４９】
　また、位置入力部１２２は、表示部１２１の表示画面における表示を妨げないよう、表
示画面に対応する部分が光を透過する部材により構成される。
【００５０】
　このような構成により、表示部１２１に表示された画面を、ユーザが確認しながら、操
作面に対して入力操作を行えるようになっている。表示部１２１に表示される画面につい
て、具体的に例示すれば、表示部１２１は、アイコンなどのＧＵＩ（Graphical User Int
erface）画面を表示画面に表示する。そして、位置入力部１２２の操作面がユーザの指（
または、タッチペン）によりタッチされることにより、タッチされたアイコンや画像に対
応する座標情報が位置入力部１２２によって生成される。
【００５１】
　以上、タッチパネル部１２０の構成について例示したが、これに限られず、表示画面と
操作面とが共用されるものであれば、任意の構造のものが利用できる。なお、直感的な操
作が可能という利点から、上述のようなタッチパネル式の入力方式とすることが望ましい
が、ボタン、キー、マウス等の他の入力デバイスによって入力操作を行う構成とすること
も可能である。
【００５２】
　記憶部１３０は、各種データおよびプログラムを記憶するものである。記憶部１３０は
、例えば、ハードディスク、フラッシュメモリ、ＲＯＭ（Read Only Memory）、ＲＡＭ（
Random Access Memory）等により構成することができる。記憶部１３０の詳細については
後述する。
【００５３】
　主制御部１１０は、電子ノート装置１００における各種構成を統括的に制御するもので
ある。主制御部１１０の機能は、例えばＲＡＭやフラッシュメモリなどの記憶素子に記憶
されたプログラムをＣＰＵ（Central Processing Unit）が実行することによって実現さ
れる。
【００５４】
　　（記憶部および主制御部の具体的構成）
　続いて、記憶部１３０および主制御部１１０のより具体的な構成について説明すると次
のとおりである。
【００５５】
　まず、記憶部１３０の構成について説明する。図１に示すように、記憶部１３０には、
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電子ノート情報１３１、表示ページ管理情報１３２、および移動・コピー管理情報１３３
が格納されている。
【００５６】
　電子ノート情報１３１には、電子ノート情報が含まれている。図２を用いて、電子ノー
ト情報のデータ構造について説明すると次のとおりである。同図は、電子ノート情報のデ
ータ構造について例示したデータ構造図である。
【００５７】
　図２に示すように、電子ノート情報Ｎ１は、電子ノートの各ページについての電子情報
であるページ情報Ｐ１を含む。ページ情報Ｐ１は、「ページ番号」、「編集情報」、およ
び「リフィルタイプ」のデータを含む。
【００５８】
　「ページ番号」は、そのページに割り当てられたページ番号を示す。また、「編集情報
」は、ユーザが、タッチパネル部１２０を介して、手書きで自由に編集できるデータ領域
である。「編集情報」のデータフォーマットには、デジタルインク方式や、ビットマップ
方式に基づくものを採用することができる。
【００５９】
　「リフィルタイプ」には、各ページに設定するリフィルの種類が設定される。ここでリ
フィルの種類とは、シートの柄のことであり、例えば、紙媒体のノートに付されているよ
うな罫線等を表示するものである。この表示は、例えば、シートの背景に罫線等を表した
背景画像を表示することにより実装される。リフィルタイプは複数あり、その例としては
、７ｍｍ横罫や、ドット入り６ｍｍ横罫等の横罫線、５ｍｍ方眼、無地、および会議録等
が挙げられる。
【００６０】
　次に、表示ページ管理情報１３２について説明する。表示ページ管理情報１３２は、電
子ノートのページを表示するために用いられる管理情報である。電子ノート装置１００で
は、電子ノートのページを分割することにより、複数の異なるページの画像を一画面に表
示させることができるようになっており、表示ページ管理情報１３２には、このような表
示を可能にするための情報が含まれている。
【００６１】
　表示ページ管理情報１３２は、例えば図３のようなデータとしてもよい。図３は、表示
ページ管理情報１３２の一例を示すデータ構造図である。同図の表示ページ管理情報１３
２は、分割領域の識別情報（「分割ａ」、「分割ｂ」）と、各分割領域が何れのページに
対応しているかを示すページ情報と、各分割領域の範囲を示す情報とが対応付けられたも
のである。
【００６２】
　すなわち、同図では、一画面が「分割ａ」、「分割ｂ」の２つの領域に分割されており
、「分割ａ」は１ページに対応し、「分割ｂ」は２ページに対応している例を示している
。そして、表示画面上において、「分割ａ」は、対応する「分割領域」欄に示される範囲
を占め、同様に「分割ｂ」も対応する「分割領域」欄に示される範囲を占める例を示して
いる。なお、「分割領域」欄には、各分割領域の表示画面上に占める範囲を示す情報が含
まれていればよく、情報の形態は特に限定されないが、例えば表示画面上の座標によって
範囲が示されていてもよい。
【００６３】
　このような表示ページ管理情報１３２を参照することによって、一画面に複数のページ
の画像を同時に表示させることができる。なお、ページ分割が行われていない状態では、
「分割ａ」のページを示す情報のみが格納され、分割が行われたときに表示ページ管理情
報１３２が更新されて、「分割ｂ」のページ及び「分割ａ」、「分割ｂ」の「分割領域」
を示す情報が格納される。また、同様にして３つ以上に分割することもできる。
【００６４】
　続いて、移動・コピー管理情報１３３について説明する。移動・コピー管理情報１３３
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は、表示されている選択オブジェクトの表示位置の制御、および画像の移動およびコピー
を行うための管理情報である。電子ノート装置１００では、表示画面において指定された
任意の領域の画像から生成した選択オブジェクトを表示し、この選択オブジェクトを移動
して、移動またはコピー先を指定できるようになっており、移動・コピー管理情報１３３
には、このような処理を可能にするための情報が含まれている。
【００６５】
　移動・コピー管理情報１３３は、例えば図４のようなデータとしてもよい。図４は、移
動・コピー管理情報１３３の一例を示すデータ構造図である。同図の移動・コピー管理情
報１３３には、移動・コピーの対象となるデータを特定するためのコピー元情報と、選択
オブジェクトを表示する位置を特定するための表示位置情報が含まれている。
【００６６】
　具体的には、コピー元情報として、コピー元の画像が電子ノートの何ページ目のもので
あるかを示す「ページ」（ページ特定情報）と、そのページにおいてその画像が占める範
囲（画像上における位置）を示す情報とを含んでいる。なお、コピー元情報は、コピー元
の画像と、その画像のどの位置がコピーまたは移動の対象となっているかを特定できるよ
うなものであればよく、この例に限られない。
【００６７】
　また、表示位置情報として、選択オブジェクトを表示するページが電子ノートの何ペー
ジ目のものであるかを示す「ページ」と、そのページにおける選択オブジェクトの表示位
置を示す「位置」とを含んでいる。なお、表示位置情報は、選択オブジェクトをどのペー
ジのどの位置に表示させるかを特定できるようなものであればよく、この例に限られない
。
【００６８】
　同図では、５ページの「範囲」で示されている領域の画像がコピー元の画像（または移
動対象の画像）であり、この領域の画像から生成された選択オブジェクトを６ページの位
置（Xa,Ya）に表示する例を示している。
【００６９】
　つまり、上述のように、選択オブジェクトは、コピーまたは移動先が確定されるまでの
間、同一ページ内で自由に移動させることができると共に、異なるページにも自由に移動
させることができるようになっているが、これは、表示位置情報の更新によって実現され
ている。
【００７０】
　次に、再び、図１を参照しながら、主制御部１１０について説明すると次のとおりであ
る。図１に示すように、主制御部１１０は、表示制御部１０、スケジュール管理機能部１
１、インターネット機能部１２、電子ノート機能部（領域分割制御手段）１３、機能制御
部１４、ツール管理部１５、操作判定部１６、選択領域画像表示処理部（オブジェクト表
示処理手段）１７、および移動・コピー管理部（移動・コピー手段、ページ特定情報記録
手段、画像一致判断手段）１８を含む。
【００７１】
　表示制御部１０は、スケジュール管理機能部１１、インターネット機能部１２、電子ノ
ート機能部１３、選択領域画像表示処理部１７、および移動・コピー管理部１８等の指示
に従って、表示部１２１に画像を表示させる制御を行う。
【００７２】
　スケジュール管理機能部１１は、スケジュールの編集・管理を行うスケジュール管理機
能を提供し、インターネット機能部１２は、外部ネットワークと通信するための通信部（
不図示）を介してインターネットに通信接続するインターネット機能を提供し、電子ノー
ト機能部１３は、電子ノートの編集・閲覧を行う電子ノート機能を提供する。
【００７３】
　すなわち、スケジュール管理機能部１１、インターネット機能部１２、電子ノート機能
部１３によって、電子ノート装置１００の主要な機能である、電子ノート機能、スケジュ
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ール管理機能、およびインターネット機能が実現される。これらの機能は、任意のアプリ
ケーションをインストールまたはアンインストールすることによって、追加または削除す
ることができる。
【００７４】
　機能制御部１４は、電子ノート機能、スケジュール管理機能、およびインターネット機
能の実行制御を行う。具体的には、機能制御部１４は、スケジュール管理機能部１１、イ
ンターネット機能部１２、電子ノート機能部１３の何れかまたは複数を起動させる。つま
り、電子ノート機能、スケジュール管理機能、およびインターネット機能は、機能制御部
１４の制御によって、何れかのみを利用することもできるし、同時に機能させて同時に利
用することもできるようになっている。
【００７５】
　ツール管理部１５は、電子ノートの編集に用いる様々なツールを管理する。ユーザが行
った入力操作は、ツール管理部１５が有効にしているツールに応じて解釈される。例えば
、ツール管理部１５がペン入力用のツールを有効にしているときに、位置入力部１２２に
軌跡が描かれた場合には、線の描画と解釈され、ツール管理部１５が画像の部分消去のた
めのツール（消しゴムツール）を有効にしているときに、位置入力部１２２に軌跡が描か
れた場合には、その部分の消去と解釈される。
【００７６】
　操作判定部１６は、タッチパネル部１２０の位置入力部１２２から送信される入力位置
情報に基づき、ユーザがタッチパネル部１２０に対して行ったタッチ操作やジェスチャー
を認識する。
【００７７】
　なお、操作判定部１６は、後述のパターンに従って指１５２で行われたタッチ操作をジ
ェスチャーと認識し、タッチペン１５１で行われたタッチ操作はジェスチャーと認識しな
い。これにより、タッチペン１５１を用いた手書き入力等の際に、意図せずにジェスチャ
ー認識が行われ、ユーザの意図しない動作が行われることを防ぐことができる。ただし、
タッチペン１５１で行われたタッチ操作についても、ジェスチャーと認識するように構成
することは可能である。
【００７８】
　また、操作判定部１６は、操作がタッチペン１５１で行われたか、指１５２で行われた
か、機能制御部１４が機能させている機能部、およびツール管理部１５が機能させている
ツール等に基づき、ユーザが行った操作を判定し、判定結果に応じた制御情報を、スケジ
ュール管理機能部１１等に送信する。これにより、ユーザ操作に応じた処理が主制御部１
１０内で行われる。
【００７９】
　ここで、ジェスチャーとは、所定のパターンに従ってするタッチ操作のことであり、操
作判定部１６は、例えば、シングルタッチ、ダブルタッチ、ドラッグ、およびフリック等
をジェスチャーとして認識する。
【００８０】
　なお、シングルタッチは、タッチパネル部１２０のある位置に指１５２等を接触させて
、すぐに離すタッチ操作をするジェスチャーであり、ダブルタッチは、タッチパネル部１
２０に対して、上記シングルタッチを所定の短い時間内に続けて２回行うジェスチャーで
ある。また、ドラッグは、タッチパネル部１２０に指１５２等を接触させた状態にして、
そのまま指１５２等をスライドさせるジェスチャーであり、フリックは、タッチパネル部
１２０に指１５２等を接触させて、そのまま指１５２等をスライドさせ、所定の短い時間
内に接触している指１５２等をタッチパネル部１２０から離すタッチ操作をするジェスチ
ャーである。すなわち、フリックとは、タッチパネル部１２０を軽くはじくような動作と
なる。
【００８１】
　選択領域画像表示処理部１７は、画像の移動またはコピー先を選択するための選択オブ
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ジェクトの表示に関する制御を行う。具体的には、選択領域画像表示処理部１７は、移動
またはコピーの対象領域がユーザに指定されたときに、その領域の画像を記憶部１３０に
格納されているページ情報の編集情報（図２参照）から取得する。そして、この領域の画
像が移動またはコピー元として選択されたことがユーザに認識されるように加工した選択
オブジェクトを生成する。なお、選択された領域内の画像を加工せず、そのまま選択オブ
ジェクトとすることも可能であるが、ユーザの操作性の観点から、コピーまたは移動元の
画像と、画像の他の部分とが識別できるように加工することが好ましい。
【００８２】
　選択オブジェクトは、表示画面上で移動可能となっており、これにより、選択オブジェ
クトを画面上で移動させながらコピーまたは移動先の位置を決めることができるようにし
ている。また、ページが切り替えられたときには、選択領域画像表示処理部１７は、切り
替え後のページにも選択オブジェクトを表示する。これにより、所望のページに容易にコ
ピーまたは移動を行うことを可能にしている。
【００８３】
　移動・コピー管理部１８は、選択オブジェクトの表示制御、選択オブジェクトの基とな
った画像のコピーまたは移動のために用いられる移動・コピー管理情報１３３を更新し、
これにより選択オブジェクトの表示位置を変更させたり、画像をコピーまたは移動したり
する。
【００８４】
　　（電子ノート機能の概要について）
　図５～７を用いて、電子ノート機能部１３によって実現される電子ノート機能の概要に
ついて説明すると次のとおりである。
【００８５】
　まず、図５を用いて、タッチパネル部１２０の表示部１２１において表示される電子ノ
ートの外観について説明する。図５は、電子ノートの１ページ目のページ情報Ｐ１を表示
した場合について例示している。
【００８６】
　なお、例示的に、ページ情報Ｐ１の「ページ番号」は、“１”であり、「リフィルタイ
プ」には“横罫線”が設定されているものとする。また、ページ情報Ｐ１の「編集情報」
には、“Ｐ１．ｍｅｍｏ　ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮ”が手書き入力されているもの
とする。
【００８７】
　図５に示すように、電子ノートの表示領域には、ページ情報Ｐ１の「ページ番号」を表
示するためのページ番号領域２０１、「編集情報」を表示するための編集領域２０２が含
まれる。図３に示すページ番号領域２０１には、ページ情報Ｐ１の「ページ番号」である
“１”が表示されている。また、同図において、ページ番号領域２０１には、「編集情報
」の“Ｐ１．ｍｅｍｏ　ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮ”が表示される。
【００８８】
　また、図５示すページ情報Ｐ１の表示において、左側が、紙媒体のノートでいうところ
のノドの部分に該当する。つまり、図５の左側は、紙媒体のノートの見開き中央部分、す
なわちノートの綴じ側に該当する。一方、図５示すページ情報Ｐ１の表示において、右側
は、紙媒体のノートの外側、つまり小口（前小口）に該当する。
【００８９】
　なお、この構成は一例として示したものに過ぎず、上下に開くノートのように構成する
ことも可能である。
【００９０】
　機能制御部１４が電子ノート機能部１３を機能させており、かつ、ツール管理部１５に
よって、文字入力用のツールであるペンツールが選択状態とされているときの、位置入力
部１２２に対するタッチペン１５１による接触は、操作判定部１６により、手書き入力で
あると判断される。また、手書き入力が行われていると判断した操作判定部１６は、タッ
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チペン１５１による接触の軌跡を示すデータ（例えば座標）を電子ノート機能部１３に送
信する。
【００９１】
　そして、電子ノート機能部１３は、選択されているペンツールの色、太さに応じた線分
を、操作判定部１６から受信した軌跡を示すデータに従って、該当ページの編集情報に追
加することによって、ページ情報を更新し、表示制御部１０に指示して更新後の編集情報
に基づく表示を行わせる。このような処理により、電子ノートへの手書き入力が実現され
る。
【００９２】
　また、図５に加えて図６を用いて、電子ノート機能部１３が実現している電子ノートの
ページ送りについて説明すると次のとおりである。図６は、電子ノートの２ページ目のペ
ージ情報Ｐ２を表示した場合について例示している。
【００９３】
　図５、図６のように、電子ノートのページが表示されている状態において、操作判定部
１６は、指１５２によるタッチ操作でページ捲りジェスチャー（例えば、画面水平方向、
左または右の向きのフリック）を検出すると、ジェスチャーの内容を示すジェスチャー情
報（例えば、画面水平方向、左向きのフリックが行われたことを示す情報）を電子ノート
機能部１３に送信する。
【００９４】
　そして、電子ノート機能部１３は、操作判定部１６から受信したジェスチャー情報に対
応する処理を実行する。なお、ここでは、画面水平方向、右向きのフリックがページ戻し
処理に対応し、画面水平方向、左向きのフリックがページ送り処理に対応していることを
想定している。
【００９５】
　このため、例えば、左向きのフリックが行われたことを示すジェスチャー情報を受信し
たときには、電子ノート機能部１３は、電子ノート情報１３１から、現在表示されている
ページの次のページのページ情報を読み出し、表示制御部１０に指示して表示部１２１に
表示させる。
【００９６】
　具体的には、図５に示す矢印Ｆ１の方向にフリック（左フリック）を行うと、１ページ
目が捲れる表示効果の後、電子ノート機能部１３によって２ページ目のページ情報Ｐ２が
読み出され、図６に示すように、２ページ目のページ情報Ｐ２が表示部１２１に表示され
る。より詳細には、ページ情報Ｐ２の編集情報である“Ｐ．２ｍｅｍｏ　ａｂｃｄｅｆｇ
”が表示される。
【００９７】
　逆に、図６に示すように、２ページ目のページ情報Ｐ２が表示されているときに、矢印
Ｆ２の方向にフリック（右フリック）を行うと、電子ノート機能部１３によって１ページ
目のページ情報Ｐ１が読み出され、図５に示す１ページ目のページ情報Ｐ１が表示部１２
１に表示される。
【００９８】
　なお、電子ノート機能部１３は、先頭ページを表示させている場合、つまり、１ページ
目を表示させている場合に、右フリックを検知したとしても、何の動作も行わないように
構成してもよい。また、電子ノート機能部１４２は、最終ページを表示させている場合に
、左フリックを検知した場合、新規ページを作成するとともに、当該新規ページへのペー
ジ送りを行ってもよい。
【００９９】
　なお、電子ノート機能部１３は、ページ情報を表示する際に、表示画面を２つの領域に
分割して、一方の表示領域に、あるページのページ情報を表示し、他方の表示領域に別の
ページ情報を表示してもよい。ページ分割の詳細については後述する。
【０１００】
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　次に、図７を用いて、ツール管理部１５が管理するツールについて説明する。電子ノー
トの編集において、ユーザは、図７に示すような、各種の編集ツールを集約したツールボ
ックス２１０を使用することができる。ツールボックス２１０は、タッチパネル部１２０
へのユーザ操作によって、必要に応じて呼び出すことができるようになっている。
【０１０１】
　ツールボックス２１０には、利用中のアプリケーションで利用するツール(電子文具)が
格納されている。図示の例では、ツールとして、定規２１１、リフィル２１２、アートナ
イフ２１３およびペンケース２１４が格納されている。
【０１０２】
　定規２１１は、直線や、円形などの図形描画を編集領域２０２において行うためのツー
ルである。ユーザは、定規２１１をタッチペン１５１または指１５２で選択することによ
って、編集領域２０２に定規２１１を表示させることができ、表示された定規２１１の外
形に沿って手書きの線分を描くことにより、定規２１１の外形に沿った直線を引くことが
できる。また、定規２１１内部の円形部分に沿って手書きの線分を描くことにより、円を
描くこともできる。
【０１０３】
　リフィル２１２は、ページの追加および削除を行うためのツールである。電子ノート機
能部１３は、リフィル２１２がタッチペン１５１または指１５２で選択されたときには、
追加可能なリフィルタイプをユーザに提示して選択させる。そして、選択されたリフィル
タイプのページ情報を生成し、電子ノート情報１３１に追加する。
【０１０４】
　また、リフィル２１２がタッチペン１５１または指１５２で選択された後、所定のジェ
スチャー操作（例えば右フリック）が行われた場合に、現在表示中のページのページ情報
を電子ノート情報１３１から削除する。なお、途中のページを削除した場合には、後続の
ページ番号を繰り上げる。
【０１０５】
　アートナイフ２１３は、コピーまたは移動させる領域を指定するためのものである。ア
ートナイフ２１３がタッチペン１５１または指１５２で選択された後、タッチペン１５１
により表示画面上の領域を囲む操作が行われたときには、囲まれた領域（選択領域）の画
像に基づいて生成した選択オブジェクトを表示する。この選択オブジェクトは、タッチペ
ン１５１または指１５２でドラッグすることによって、表示画面上で移動させることがで
きると共に、選択オブジェクトが表示された状態でページを切り替えたときには、切り替
え先のページに選択オブジェクトが自動的に移動するようになっている。
【０１０６】
　そして、コピーまたは移動させたい位置に選択オブジェクトを移動させ、その選択オブ
ジェクトに対してタッチペン１５１または指１５２でタッチ操作を行うことにより、コピ
ーまたは移動先の位置を確定し、その位置に選択オブジェクトの基になった画像をコピー
または移動させることができる。
【０１０７】
　なお、同一ページ内で位置が確定された場合には選択領域の画像を移動させ、異なるペ
ージで位置が確定された場合には選択領域の画像をコピーするものとする。ただし、この
例に限られず、何れの場合にもコピーまたは移動を行うようにしてもよいし、コピーする
か移動するかをユーザに選択させてもよい。また、詳細については後述するが、これらの
処理は、選択領域画像表示処理部１７および移動・コピー管理部１８によって実現される
。
【０１０８】
　また、アートナイフ２１３は、ページ分割を行う際の分割位置の指定にも用いられる。
アートナイフ２１３選択時に入力された軌跡が、ページの端部を含む場合にはページ分割
が行われ、ページの端部を含まずにページ中の領域が囲まれた場合にはその領域がコピー
または移動の対象となる。
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【０１０９】
　ペンケース２１４は、電子ノートに手書きで描画するためのツールである。ユーザは、
ペンケース２１４から、所望のペンの種類、例えばペンの太さ・色を選択して手書き入力
を行うことができる。
【０１１０】
　なお、機能切り替え操作によって電子ノート機能が起動状態となったときに、最初にペ
ンケース２１４のペンツールが選択されている状態になるように電子ノート機能部１３を
構成してもよい。また、ペンケース２１４には、一度手書き入力した編集情報を消去する
ための消しゴムツールが含まれている（不図示）。
【０１１１】
　　（画像のコピーの具体例）
　続いて、画像のコピーの具体例を図８に基づいて説明する。図８（ａ）～（ｈ）は、あ
るページの画像を他のページにコピーする例を示している。
【０１１２】
　図８（ａ）には、コピー元の画像を含むページ（５ページ）が示されている。ここで、
アートナイフ２１３を選択し、同図（ｂ）に示すように、タッチペン１５１でコピーした
い領域を囲む。なお、タッチペン１５１で描いた軌跡は、図示のように、その軌跡をユー
ザが認識できるように表示することが好ましい。これにより、どのような位置をなぞって
いるかをユーザに認識させることができるからである。
【０１１３】
　タッチペン１５１で描いた軌跡によって、１つの閉じられた領域ができたときには、同
図（ｃ）に示すように、その領域の画像を基に生成した選択オブジェクトＡ１を表示する
。図示の例では、あたかもその領域の画像を実際に切り抜いたかのように見せるために、
囲まれた領域の画像を、画像の表示面から浮き上がらせたような態様の選択オブジェクト
Ａ１を表示している。選択オブジェクトＡ１は、例えば選択された領域の画像を電子ノー
ト情報１３１から読み出し、その画像の周囲に影を付ける加工を施すことによって生成し
てもよい。
【０１１４】
　選択オブジェクトＡ１が表示された状態において、同図（ｄ）に示すように、指１５２
でＦ１方向にフリック操作を行うことによって、次のページを表示させることができる。
次のページ（すなわち６ページ）が表示された状態が同図（ｅ）に示されている。図示の
ように、ページが６ページに切り替わっており、６ページに選択オブジェクトＡ１が表示
されている。
【０１１５】
　なお、同図では、ページ切り替え後も選択オブジェクトＡ１の位置が維持される例を示
している。つまり、同図（ｅ）においても、同図（ｄ）と同じ位置に選択オブジェクトＡ
１が表示されているが、ページ切り替え後に、選択オブジェクトＡ１の表示位置を変更し
ても構わない。例えば、画面上の所定の位置（左上、右上、中央等）に表示させるように
してもよい。また、画面上において描画がなされていない白紙部分を検出し、その部分に
表示させるようにしてもよい。コピーまたは移動先の位置としては白紙部分が選択される
可能性が高いと考えられるからである。
【０１１６】
　選択オブジェクトＡ１は、同図（ｆ）に示すように、同一画面内でドラッグして移動さ
せることができる。そして、画面上の所望の位置に選択オブジェクトＡ１を移動させ、同
図（ｇ）に示すように、選択オブジェクトＡ１に対してタッチ操作を行うことによって、
コピー先を確定することができる。
【０１１７】
　コピー先が確定されると、選択オブジェクトＡ１が表示画面に沈み込むようなアニメー
ション（例えば影が消えてゆくアニメーション）を表示し、同図（ｈ）に示すように、同
図（ｂ）で囲んだ領域の画像が、確定位置にコピーされた画面を表示する。なお、ここで
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は、５ページから切り出した画像を６ページに持ってきているので、画像のコピーが行わ
れる。つまり、５ページの内容は変更されずに、６ページの内容のみが変更される。
【０１１８】
　このように、電子ノート装置１００では、現実に文書の切り張りを行うような直感的な
操作によって、画像のコピーを行うことができる。また、同様の操作によって、選択オブ
ジェクトＡ１を同一ページ（５ページ）内で移動させ、位置を確定させることによって、
画像の移動を行うことができる。
【０１１９】
　　（領域指定について）
　領域指定では、手書きされた文字等をタッチペン１５１で囲む操作を行うが、手書きさ
れた複数の文字が重なっているような場合には、所望の文字のみを囲むことが難しいと考
えられる。
【０１２０】
　このため、囲まれた領域に含まれる文字を認識することによって、重なった文字を分離
して選択オブジェクトとしてもよい。これについて、図９に基づいて説明する。図９は、
重なった文字を分離して選択オブジェクトとする例を説明する図であり、同図（ａ）は文
字を囲んだ状態を示し、同図（ｂ）は文字を分離した状態を示している。
【０１２１】
　同図（ａ）に示すように、ここでは、「うみ」の手書き文字が描かれており、このうち
「う」の文字を囲むことを想定している。「うみ」の手書き文字では、「う」と「み」が
一部重畳しており、囲んだ領域には「み」の文字の一部が入り込んでしまっている。
【０１２２】
　このような領域指定が行われたときには、「編集情報」のデータフォーマットがデジタ
ルインク方式の場合は、指定領域からはみ出している部分がない手書きの線分をコピーま
たは移動の対象とすることにより、同図（ｂ）に示すように「う」の文字のみをコピーま
たは移動させることができる。
【０１２３】
　また、「編集情報」のデータフォーマットがビットマップ方式の場合には、手書き文字
毎に別のレイヤーとしてビットマップ画像を記録するようにし、指定領域からはみ出して
いる手書き文字がないレイヤーをコピーまたは移動の対象とすることにより、同図（ｂ）
に示すように「う」の文字のみをコピーまたは移動させることができる。
【０１２４】
　なお、「編集情報」のデータフォーマットがビットマップ方式の場合には、単一のビッ
トマップ画像で手書きノートを記録し、パターンマッチング等の手法により指定領域内に
含まれる文字を認識し、文字と認識されなかった線分を指定領域から削除してもよい。
【０１２５】
　なお、このように重なった文字を分離して選択オブジェクトとする場合、選択オブジェ
クトの位置が確定されたときには、その選択オブジェクトの生成の際に生成した、文字以
外の部分を削除した画像（「う」の文字のみを含む画像）をコピーまたは移動する。
【０１２６】
　　（処理の流れ）
　続いて、電子ノート装置１００が実行する処理の流れについて図１０に基づいて説明す
る。図１０は、電子ノート装置１００が実行する処理の一例を示すフローチャートである
。なお、ここでは、ツールボックス２１０からアートナイフ２１３が選択済みであること
を想定している。
【０１２７】
　操作判定部１６は、ツール管理部１５からアートナイフ２１３が選択されていることを
示す信号を受信すると、領域選択が行われたか否かを確認する（Ｓ１）。具体的には、操
作判定部１６は、タッチペン１５１によって、位置入力部１２２に対して、表示画面上の
一部の領域を囲む入力操作が行われたことを検知した場合に、領域選択が行われたと判断
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する。
【０１２８】
　なお、指１５２等によって同様の入力操作が行われた場合にも領域選択が行われたと判
断してもよいが、本例では、タッチペン１５１による操作のみで領域選択を可能にするこ
とにより、ユーザの操作感を、現実にナイフでページを切り抜いている感覚に近付けてい
る。
【０１２９】
　ここで、領域選択が行われたことを確認した場合（Ｓ１でＹＥＳ）には、操作判定部１
６は、選択領域画像表示処理部１７と移動・コピー管理部１８に、領域選択が行われた旨
を通知すると共に、選択された領域を示す情報を通知する。
【０１３０】
　上記の通知を受信した移動・コピー管理部１８は、移動・コピー管理情報１３３を生成
して記憶部１３０に格納する。具体的には、移動・コピー管理部１８は、表示ページ管理
情報１３２（図３参照）を参照して、操作判定部１６から通知された領域が属するページ
を特定し、特定したページの番号と、通知された領域の範囲を示す情報とを対応付けてコ
ピー元情報を生成する（図４参照）。
【０１３１】
　また、移動・コピー管理部１８は、表示ページ管理情報１３２を参照して特定した、操
作判定部１６から通知された領域が属するページと、操作判定部１６から通知された領域
の位置とを対応付けて表示位置情報を生成し、これを上記コピー元情報と対応付けて移動
・コピー管理情報１３３とし、記憶部１３０に格納する。なお、領域の位置は、例えばそ
の領域内の代表座標としてもよい。
【０１３２】
　一方、上記の通知を受信した選択領域画像表示処理部１７は、選択オブジェクトを表示
する（Ｓ２）。具体的には、選択領域画像表示処理部１７は、操作判定部１６から通知さ
れた領域の画像を電子ノート情報１３１から読み出し、読み出した画像に影を付ける画像
処理を施して、選択領域が浮き上がった様子を示す選択オブジェクトを生成する。
【０１３３】
　そして、選択領域画像表示処理部１７は、生成した選択オブジェクトと、移動・コピー
管理情報１３３の表示位置情報に含まれる「位置」とを表示制御部１０に送信して、上記
画像を上記位置に表示させる。これにより、選択領域が浮き上がった様子を示す選択オブ
ジェクトが表示部１２１の上記「位置」に表示される。
【０１３４】
　なお、ここでは、電子ノートから選択領域を設定する例を示しているが、スケジュール
管理機能部１１やインターネット機能部１２が表示させる画像から選択領域を設定するこ
ともできる。
【０１３５】
　スケジュール管理機能部１１が表示させる画像から選択領域を設定する場合の処理は、
電子ノートから設定する場合と同様である。また、インターネット機能部１２が表示させ
る画像から選択領域を設定する場合には、移動・コピー管理情報１３３のコピー元情報の
「ページ」の代わりにＵＲＬ（Uniform Resource Locator）等を格納する。点を除けば電
子ノートから選択領域を設定する場合と同様である。
【０１３６】
　選択オブジェクトが表示されている状態では、移動・コピー管理部１８は、選択オブジ
ェクトの位置を移動させる入力操作が行われたか否かを確認する（Ｓ３）。具体的には、
移動・コピー管理部１８は、移動・コピー管理情報１３３が示す位置と範囲から、選択オ
ブジェクトが表示されている領域を特定する。そして、その領域に対してタッチ操作が行
われ、タッチされた状態を保持してドラッグ操作が行われたことを示す情報が操作判定部
１６から通知されたときに、選択オブジェクトの位置を移動させる入力操作が行われたと
判断する。
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【０１３７】
　ここで、選択オブジェクトの位置を移動させる入力操作が行われたことが確認された場
合（Ｓ３でＹＥＳ）には、移動・コピー管理部１８は、移動・コピー管理情報１３３の表
示位置情報に含まれる「位置」を、現在タッチが検出されている位置に応じて更新する。
「位置」の更新は、ドラッグ操作の終了（タッチ状態が解除される）まで継続して行い、
更新を行ったときにはその旨を選択領域画像表示処理部１７に通知する。
【０１３８】
　そして、更新された旨の通知を受信した選択領域画像表示処理部１７は、更新された移
動・コピー管理情報１３３に含まれる「位置」を表示制御部１０に送信して、選択オブジ
ェクトの表示位置を更新させる。これにより、選択領域が浮き上がった様子を示す選択オ
ブジェクトがドラッグの軌跡に沿って移動する様子が表示部１２１に表示される。
【０１３９】
　なお、選択オブジェクトが移動された後、選択領域の画像は、表示させたままとしても
よいし、表示させないようにしてもよい。また、コピーが行われるときには表示させたま
まとし、移動が行われるときには表示させないようにしてもよい。
【０１４０】
　選択オブジェクトの表示位置を移動させた後、またはＳ３で位置移動操作が確認されな
かった場合（Ｓ３でＮＯ）には、移動・コピー管理部１８は、コピーまたは移動先の位置
を確定させる入力操作が行われたか否かを確認する（Ｓ５）。具体的には、移動・コピー
管理部１８は、移動・コピー管理情報１３３が示す位置と範囲から、選択オブジェクトが
表示されている領域を特定する。そして、その領域に対してタッチ操作が行われたことを
示す情報が操作判定部１６から通知されたときに、コピーまたは移動先の位置を確定させ
る入力操作が行われたと判断する。
【０１４１】
　ここで、コピーまたは移動先の位置を確定させる入力操作が行われたことが確認された
場合（Ｓ５でＹＥＳ）には、Ｓ８の処理に進む。一方、確認されなかった場合（Ｓ５でＮ
Ｏ）には、Ｓ６の処理に進む。
【０１４２】
　Ｓ６では、移動・コピー管理部１８は、画面切り替え操作が行われたか否かを確認する
。具体的には、移動・コピー管理部１８は、ページ捲り操作が行われたことを示す情報が
操作判定部１６から通知されたときに、画面切り替え操作が行われたと判断する。また、
機能制御部１４により、スケジュール管理機能部１１またはインターネット機能部１２が
起動されたときにも、画面切り替え操作が行われたと判断する。
【０１４３】
　画面切り替えが行われたことを確認した場合（Ｓ６でＹＥＳ）、移動・コピー管理部１
８は、切り替え後の画面に応じて移動・コピー管理情報１３３の表示位置情報を更新する
。例えば、ページ捲りが行われたときには、現在の表示ページを表示ページ管理情報１３
２から取得して、表示位置情報の「ページ」を取得したページに更新する。一方、画面切
り替えが行われたことが確認されなかった場合（Ｓ６でＮＯ）には、処理はＳ３に戻る。
【０１４４】
　なお、スケジュール管理機能部１１によって管理・提示されるスケジュール帳において
は、日付を基準にデータの管理が行われている点で電子ノートの場合と異なっているが、
スケジュール管理機能部１１の起動による画面切り替え時の処理は、上記と同様である。
ただし、表示位置情報には「ページ」の代わりに、スケジュール帳の「日付」を示す情報
が格納される。また、インターネット機能部１２の起動による画面切り替え時には、「ペ
ージ」の代わりにＵＲＬを格納してもよい。
【０１４５】
　画面切り替え後においても、選択領域画像表示処理部１７は、選択オブジェクトを表示
させ続けるので、切り替え後の画面に選択オブジェクトが重畳して表示された状態となる
（Ｓ７）。この後、処理はＳ３に戻る。
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【０１４６】
　Ｓ８では、移動・コピー管理部１８は、位置確定操作が、コピー元のページと同一のペ
ージ内で行われたか否かを判断する。具体的には、移動・コピー管理部１８は、移動・コ
ピー管理情報１３３のコピー元情報に示される「ページ」と、表示位置情報に示される「
ページ」とが一致した場合に、同一のページ内で行われたと判断する。
【０１４７】
　ここで、同一のページ内で確定されたと判断した場合（Ｓ８でＹＥＳ）には、移動・コ
ピー管理部１８は画像を移動する（Ｓ９）。具体的には、移動・コピー管理部１８は、電
子ノート情報１３１から、移動・コピー管理情報１３３のコピー元情報の「ページ」で特
定されるページのページ管理情報を読み出す。そして、このページ管理情報の編集情報に
おける、移動・コピー管理情報１３３のコピー元情報の「範囲」で特定される領域の画像
を切り取り、これを移動・コピー管理情報１３３の「位置」で特定される位置にペースト
する。
【０１４８】
　また、移動・コピー管理部１８は、選択領域画像表示処理部１７に位置が確定した旨を
通知し、この通知を受信した選択領域画像表示処理部１７は、表示制御部１０に指示して
選択オブジェクトの表示を終了させると共に、更新された電子ノート情報１３１に基づく
表示を行わせる。これにより、選択した領域の画像が同一ページ内で移動され、処理は終
了する。
【０１４９】
　一方、同一のページ以外で確定されたと判断した場合（Ｓ８でＮＯ）には、移動・コピ
ー管理部１８は画像をコピーする（Ｓ１０）。具体的には、移動・コピー管理部１８は、
電子ノート情報１３１から、移動・コピー管理情報１３３のコピー元情報の「ページ」で
特定されるページのページ管理情報を読み出す。そして、このページ管理情報の編集情報
における、移動・コピー管理情報１３３のコピー元情報の「範囲」で特定される領域の画
像をコピーし、これを移動・コピー管理情報１３３の表示位置情報の「ページ」および「
位置」で特定される位置にペーストする。なお、コピーする画像は、選択オブジェクトの
基になった画像を選択領域画像表示処理部１７に要求することで取得してもよい。これに
より、選択した領域の画像が異なるページにコピーされ、処理は終了する。
【０１５０】
　　（ページ分割時におけるコピーの例：分割ページ間のコピー）
　続いて、ページ分割時におけるコピーの具体例を図１１に基づいて説明する。図１１（
ａ）～（ｉ）は、ページ分割をして、あるページの画像を他のページにコピーする例を示
している。
【０１５１】
　図１１（ａ）には、コピー元の画像を含むページ（９ページ）が示されている。ここで
、アートナイフ２１３を選択し、同図（ｂ）に示すように、タッチペン１５１でページの
分割位置を描く。
【０１５２】
　タッチペン１５１で描いた軌跡によって、ページの端から端までが結ばれたとき（ペー
ジが２以上の領域に分断されたとき）には、同図（ｃ）に示すように、その軌跡をページ
分割線Ｌ１として表示する。
【０１５３】
　ページ分割線Ｌ１で区切られる各ページ部分は、それぞれ個別にページ捲りができるよ
うになっており、これにより、一画面で複数のページを同時に表示させることができる。
例えば、同図（ｄ）に示すように、ページ分割線Ｌ１の上側の領域でＦ２の方向にフリッ
ク操作を行うことにより、前のページ（８ページ）が捲れ込むアニメーションが表示され
て、この領域のページが８ページに戻される。一方、ページ捲り操作が行われていないペ
ージ分割線Ｌ１の下側の領域には、９ページが表示され続ける。
【０１５４】
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　このように、電子ノート装置１００では、ノートの紙をナイフで切ったかのような感覚
で領域分割をして、各分割領域のページを捲り、所望の情報が記載されたページを探すこ
とができる。つまり、電子ノート装置１００は、現実の文具を使っているときのような感
覚で直感的に操作することができる。
【０１５５】
　ここでは、同図（ｅ）に示すように、３ページ（ページ分割線Ｌ１の上側の領域）に所
望の情報が見つかったとする。なお、下側の領域は９ページのままである。そこで、同図
（ｆ）に示すように、３ページの所望の情報をタッチペン１５１で囲む。
【０１５６】
　これにより、同図（ｇ）に示すように、囲まれた領域の画像が、選択オブジェクトＡ２
として表示される。選択オブジェクトＡ２は、ページ分割線Ｌ１の上側の領域内でも、ペ
ージ分割線Ｌ１の下側の領域でも自由に移動させることができる。
【０１５７】
　ここでは、同図（ｈ）に示すように、選択オブジェクトＡ２を、ページ分割線Ｌ１の下
側の領域にタッチペン１５１でドラッグして、ドラッグ終了後に選択オブジェクトＡ２を
タッチする操作を行うことにより位置を確定させることを想定している。これにより、同
図（ｉ）のように、選択オブジェクトＡ２の基になった３ページの画像が９ページにコピ
ーされる。なお、選択オブジェクトＡ２の移動および位置確定の操作は、指１５２で行う
こともできる。
【０１５８】
　このように、電子ノート装置１００は、ページ分割によってコピー元のページとコピー
先のページとを同時に表示させた状態でコピーを行うことを可能にして、ユーザの操作性
を向上させている。
【０１５９】
　　（ページ分割時におけるコピーの例：分割ページをまたいだ選択領域の指定）
　続いて、ページ分割時におけるコピーの他の例を図１２に基づいて説明する。図１２（
ａ）～（ｄ）は、ページ分割をして、分割ページをまたいだ選択領域を指定する例を示し
ている。なお、ページ分割をしてコピーしたいページを表示させるまでの動作は、図１１
（ａ）～（ｅ）と同様である。
【０１６０】
　図１２（ａ）に示すように、ページ分割がなされ、一画面に複数ページの画像が表示さ
れている状態では、複数のページにまたがる範囲をタッチペン１５１で囲むことにより、
この範囲を選択領域として指定することができる。
【０１６１】
　複数のページにまたがる範囲を選択領域として指定した場合、同図（ｂ）に示すように
、ページ分割を解除する。図示の例では、解除後のページをページ分割線の上側の領域（
ページ番号が表示されている側の領域）としているが、解除後のページは、下側の領域に
合わせてもよいし、解除後は白紙のページ（新規に追加したページ）に切り替えてもよい
。また、図１１の例と同様に、選択オブジェクトＡ３が表示される。
【０１６２】
　選択オブジェクトＡ３が表示された状態において、ページ捲り操作を行うことにより、
選択オブジェクトＡ３のコピー先を探すことができる。ここでは、同図（ｃ）に示すよう
に、８ページをコピー先とすることを想定している。
【０１６３】
　８ページが表示された状態において、選択オブジェクトＡ３をタッチする操作を行って
、コピー先の位置を確定させることにより、同図（ｄ）のように、選択オブジェクトＡ３
の基となった画像が８ページにコピーされる。
【０１６４】
　このように、電子ノート装置１００は、ページ分割時において、複数ページにまたがる
画像を１つの画像としてコピーすることを可能にして、ユーザの操作性を向上させている
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。
【０１６５】
　　（ページ分割を行う場合の処理の流れ）
　続いて、ページ分割を行う場合に電子ノート装置１００が実行する処理の流れについて
図１３に基づいて説明する。図１３は、ページ分割を行う場合に電子ノート装置１００が
実行する処理の一例を示すフローチャートである。なお、ここでは、ツールボックス２１
０からアートナイフ２１３が選択済みであることを想定している。
【０１６６】
　アートナイフ２１３が選択されている状態において、図１１（ｂ）のようにして分割線
が引かれることにより、ページ分割処理が行われ（Ｓ３０）、これにより。図１１（ｃ）
のような画面分割が行われる。なお、ページ分割処理の詳細については後述する。
【０１６７】
　ページ分割がなされた状態においても、図１０の例と同様に、操作判定部１６は、タッ
チペン１５１によって、位置入力部１２２に対して、表示画面上の一部の領域を囲む入力
操作が行われたか否か、すなわち領域選択が行われたか否かを確認する（Ｓ３１）。
【０１６８】
　ここで、領域選択が行われたことを確認した場合（Ｓ３１でＹＥＳ）には、操作判定部
１６は、選択領域画像表示処理部１７と移動・コピー管理部１８に、領域選択が行われた
旨を通知すると共に、選択された領域を示す情報を通知する。
【０１６９】
　上記の通知を受信した移動・コピー管理部１８は、選択領域が複数ページにまたがって
いるか否かを確認する（Ｓ３２）。具体的には、移動・コピー管理部１８は、表示ページ
管理情報１３２（図３参照）を参照して、操作判定部１６から通知された領域が複数ペー
ジにまたがっているか否かを判断する。
【０１７０】
　ここで、複数ページにまたがっていることが確認された場合（Ｓ３２でＹＥＳ）には、
移動・コピー管理部１８は、ページ分割を解除するように電子ノート機能部１３に指示す
る。そして、指示を受けた電子ノート機能部１３が、電子ノート情報１３１について、分
割ページに関する情報を削除する更新を行うことによって、ページ分割が解除される。複
数ページにまたがる画像は、比較的広い範囲を占めるものが多いと考えられ、このような
画像のコピーまたは移動先を探すときには、分割されていないページで探す方が好ましい
と考えられるためである。
【０１７１】
　なお、複数ページにまたがっていないことが確認された場合（Ｓ３２でＮＯ）には、移
動・コピー管理部１８は、図１０の例と同様にして移動・コピー管理情報１３３を生成し
て記憶部１３０に格納し、Ｓ３４の処理に進む。
【０１７２】
　また、ページ分割を解除させた場合においても、移動・コピー管理部１８は、移動・コ
ピー管理情報１３３を生成して記憶部１３０に格納する。具体的には、移動・コピー管理
部１８は、表示ページ管理情報１３２を参照して、操作判定部１６から通知された領域が
属するページを特定し、特定したページの番号と、通知された領域の範囲を示す情報とを
対応付けてコピー元情報を生成する。そして、処理はＳ３４に進む。
【０１７３】
　なお、選択領域が複数のページにまたがっているため、コピー元情報の「ページ」およ
び「範囲」も各ページに対応するものを生成する。例えば、選択領域が３ページと５ペー
ジにまたがっている場合、コピー元情報の「ページ」として、３ページと５ページを示す
情報が生成され、各ページにおける「範囲」を示す情報がそれぞれのページを示す情報と
対応付けられる。
【０１７４】
　Ｓ３４では、領域選択が行われた旨の通知を受信した選択領域画像表示処理部１７が、
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選択オブジェクトを表示する（Ｓ３４）。具体的には、選択領域画像表示処理部１７は、
操作判定部１６から通知された領域の画像を電子ノート情報１３１から読み出し、読み出
した画像に影を付ける画像処理を施して、選択領域が浮き上がった様子を示す選択オブジ
ェクトを生成する。
【０１７５】
　なお、選択領域が複数のページにまたがっている場合には、選択領域画像表示処理部１
７は、電子ノート情報１３１から各ページの画像を選択領域の範囲で切り出して合成し、
合成した画像（合成部分画像）に影を付ける画像処理を施すことによって、選択オブジェ
クトを生成する。
【０１７６】
　この後に続くＳ３５～Ｓ４２の処理は、図１０のＳ３～Ｓ１０の処理と同様である。な
お、ページ分割を行った場合には、同じ画面上に複数のページが表示され得るが、分割に
よって生じた複数の領域のうち、コピーまたは移動先として確定された位置が含まれる領
域が何れのページに対応しているかは、ページ分割処理によって、移動・コピー管理情報
１３３の表示位置情報に反映される。このため、ページ分割を行った場合のＳ３５～Ｓ４
２の処理は、図１０のＳ３～Ｓ１０の処理と同様であるが、ページ分割を行った場合には
、分割によって生じた複数の分割領域のうち、確定された位置が含まれる分割領域に表示
されている画像の当該位置に選択オブジェクトの基となった画像がコピーまたは移動され
る。以上のような処理によって、図１１、図１２に示すようなページ分割時のコピーが実
現される。
【０１７７】
　　（ページ分割処理の流れ）
　続いて、図１３のＳ３０で行われるページ分割処理の流れを図１４に基づいて説明する
。図１４は、ページ分割処理の一例を示すフローチャートである。なお、ここでは、操作
判定部１６が、アートナイフ２１３が選択された状態でタッチペン１５１による分割位置
の入力が行われたことを検出した後の処理を説明する。また、分割位置の入力は、ページ
の端と端を結ぶ線分を描く操作によって行われる。分割位置は特に限定されず、ページの
左端と右端とを結ぶ線分に限られず、上端と下端とを結ぶ線分であってもよいし、左端と
上端とを結ぶ線分等であっても構わない。また、同じ端部を結ぶ線分（例えば、ページ左
端のある点を起点として同じく左端の他の点を終点とする線分）であってもよい。また、
線分は直線であってもよいし、曲線であってもよく、ユーザの描いた線分そのものを分割
線としてもよいし、描いた線分を直線または曲線で近似して得た線分を分割線としてもよ
い。なお、上述のように、アートナイフ２１３を用いて、端部を含まない線分で領域指定
した場合には、指定した領域はコピーまたは移動の対象領域と判断される。
【０１７８】
　操作判定部１６は、入力された分割位置を示す情報（例えば座標等で分割位置を示す情
報）を電子ノート機能部１３に送信する。そして、分割位置を示す情報を受信した電子ノ
ート機能部１３は、受信した分割位置に基づき、表示ページ管理情報１３２を更新する（
Ｓ５０）。具体的には、電子ノート機能部１３は、分割位置とページの外縁部分で囲まれ
る領域を分割領域として特定する。また、１つのページがいくつの分割領域に分けられて
いるかを確認する。そして、各分割領域に「分割ａ」、「分割ｂ」のように名称（管理番
号等でもよい）を付し、その分割領域の属するページ数と、上記特定した分割領域（の範
囲）を示す情報とを対応付けて表示ページ管理情報１３２を更新する。
【０１７９】
　また、操作判定部１６は、ページ捲り操作が行われるのを待ち受けており（Ｓ５１）、
ページ捲り操作（右または左向きのフリック）が行われたことを確認したとき（Ｓ５１で
ＹＥＳ）には、ページ捲り操作が行われた旨、ページ送りが行われたか、ページ戻しが行
われたかを示す情報、およびページ捲り操作が行われた位置を示す情報を電子ノート機能
部１３に送信する。
【０１８０】
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　これらの情報を受信した電子ノート機能部１３は、ページ捲りの対象となった分割領域
の表示ページ管理情報１３２を更新する（Ｓ５２）。具体的には、電子ノート機能部１３
は、受信したページ捲り操作が行われた位置を示す情報と、表示ページ管理情報１３２の
「分割領域」から、何れの分割領域がページ捲りの対象となったかを特定する。そして、
受信した上記情報に基づき、当該分割領域の「ページ」を更新する。例えば、更新前の「
ページ」が６であった場合に、ページ送りが行われたことを示す情報を受信したときには
、「ページ」を７に更新する。
【０１８１】
　そして、電子ノート機能部１３は、更新後の表示ページ管理情報１３２に基づいて、ペ
ージ捲り後の画像を表示し、これによりページ分割処理は終了する。
【０１８２】
　　（結び）
　本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の変
更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み合わせ
て得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【０１８３】
　上記では、電子ノート装置１００の各ブロック、特に主制御部１１０を、ＣＰＵを用い
てソフトウェアによって実現する例について説明した。
【０１８４】
　すなわち、電子ノート装置１００は、各機能を実現する制御プログラムの命令を実行す
るＣＰＵ（central processing unit）、上記プログラムを格納したＲＯＭ（read only m
emory）、上記プログラムを展開するＲＡＭ（random access memory）、上記プログラム
および各種データを格納するメモリ等の記憶装置（記録媒体）などを備えている。そして
、本発明の目的は、上述した機能を実現するソフトウェアである電子ノート装置１００の
制御プログラムのプログラムコード（実行形式プログラム、中間コードプログラム、ソー
スプログラム）をコンピュータで読み取り可能に記録した記録媒体を、上記電子ノート装
置１００に供給し、そのコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記録媒体に記録されて
いるプログラムコードを読み出し実行することによっても、達成可能である。
【０１８５】
　上記記録媒体としては、例えば、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピ
ー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ
／ＤＶＤ／ＣＤ－Ｒ等の光ディスクを含むディスク系、ＩＣカード（メモリカードを含む
）／光カード等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ／フラッ
シュＲＯＭ等の半導体メモリ系などを用いることができる。
【０１８６】
　また、電子ノート装置１００を通信ネットワークと接続可能に構成し、上記プログラム
コードを通信ネットワークを介して供給してもよい。この通信ネットワークとしては、特
に限定されず、例えば、インターネット、イントラネット、エキストラネット、ＬＡＮ、
ＩＳＤＮ、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、仮想専用網（virtual private network）、電話回
線網、移動体通信網、衛星通信網等が利用可能である。また、通信ネットワークを構成す
る伝送媒体としては、特に限定されず、例えば、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ、電力線搬送
、ケーブルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ回線等の有線でも、ＩｒＤＡやリモコンのような
赤外線、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線、ＨＤＲ、携帯電話網、衛
星回線、地上波デジタル網等の無線でも利用可能である。また、電子ノート装置１００の
各ブロックは、ハードウェアロジックによって構成してもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１８７】
　本発明は、画像をページ単位で切り替えて表示部に表示するタブレットＰＣ、携帯端末
等に好適に利用することができる。
【符号の説明】
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【０１８８】
１３　　電子ノート機能部（領域分割制御手段）
１７　　選択領域画像表示処理部（オブジェクト表示処理手段）
１８　　移動・コピー管理部（移動・コピー手段、ページ特定情報記録手段、画像一致判
断手段）
１００　電子ノート装置（情報処理装置）

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】
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